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投資信託などの投資は手元に投資資金が豊富にある裕福な人がするものというイメージがあり

ました。 

しかし、つみたて NISAや iDeCoが普及するに連れて、比較的リスクを抑えて安定したリターン

が期待できる積立投資も注目されています。 

投資信託をするなら、「一括投資」・「積立投資」、そしてこれらを組み合わせた「ブレンド投資」ど

れがいいのでしょうか？ 

投資信託の買い方で迷っている人は参考にしてください。 

１.  投資資金が少ない人は積立投資 

手元にまとまった投資資金がない人は、積立投資で定期的に少額でも資金を出していくと、い

ずれは大きな資金になり、大きなリターンが期待できるようになります。 

さらに積立期間が長期になれば、一括投資の投資資金を上回ることもあるでしょう。 

積立投資は目安として 15年や 20年、あるいはそれ以上の運用を想定している人にとっては非

常にメリットが大きくなる投資方法です。 

２.  投資効率を上げたい人は一括投資 

投資全般に言えることですが、同じ投資利回りの商品であれば、元本が大きいほうが有利にな

ります。 

例えば投資信託の基準価格が 5%値上がりしてした場合、100万円を一括投資していれば利益

は 5万円、積立投資で 1万円ずつ積み立てている人の利益は 500円です。つまり、一括投資

のほうが利益は大きくなります。 

このように投資信託の基準価格の上昇率が同じなら、一括投資をしたほうが得られる利益は大

きくなるため投資効率が良いと言えます。 

しかし、逆に基準価格が下がった場合は、一括投資のほうが損失は大きくなるため一括投資は

積立投資よりもリスクが高い投資と言えるでしょう。 

３.  投資信託のリスクを抑えたい人は積立投資 

積立投資を「定期的に一定額」購入すると、平均購入単価が下がるため、投資で損失が出にくく

なる傾向があります。このように定期的に一定額で投資商品を買い付ける買い方のことをドル 
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コスト平均法と言います。 

基準価格が変動する投資信託を、「毎月 1万円ずつ」購入する方法と、「毎月 1万口ずつ」購入

する方法で比較してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

ポイントになるのは 2 ヶ月目と 3 ヶ月です。2 ヶ月目は投資信託の基準価格は下がっています

が、毎月 1万円ずつ購入していると、基準価格が下がったおかげで、多くの口数が購入できて

います。3 ヶ月目は、基準価格は上昇しているので、口数はさほど購入できていませんが、すで

に所有している投資信託の資産価値が上昇します。 

最終的に 4 ヶ月合計で 40,000円を投資しているにもかかわらず、毎月 1万円ずつ購入したほ

うが多くの口数が購入できることになり、平均購入単価が下がっていることが分かります。 

投資のリスクを抑えたい人は、積立投資で、なおかつ「定期的に一定額」を購入する方法がお

すすめです。 

ただし、投資信託が長期間下落している場合は効果がないなど、万能ではないため注意が必

要です。 

４.  ブレンド投資は有効か？ 

ブレンド投資は一括投資と積立投資の良いところをとった投資方法です。ある程度、投資効率

を上げながら、リスクも抑えたいという人はブレンド投資がおすすめです。 

また、普段は積立投資をしているものの、基準価格が下がった時点を見計らって、まとまった金

額の口数を一括で購入しておくと、値上がりをしたときに大きな値上がり益が期待できます。 

このようにブレンド投資をする場合は、普段はリスクが少ない積立投資で運用して、基準価格が

底値になったタイミングを見計らって一括で購入する方法がおすすめです。 

５.  まとめ 

投資信託の買い方には、一括投資・積立投資・ブレンド投資の 3種類あります。投資資金が多

い人や、投資効率を上げたい人は一括投資、手元にある投資資金が少ない人や、少しでもリス

クを抑えて運用したい人は、積立投資を活用すると良いでしょう。 
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またブレンド投資は、投資効率を上げ、なおかつリスクをある程度抑えたい人が向いています。

ブレンド投資を活用するなら、普段は積立投資をして、基準価格が底値になったと判断したタイ

ミングを見計らって一括投資を取り入れる買い方がおすすめです。 
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